
平成26年1月1日現在（対前月比）
■人口　202,155人（-201）　男　100,716（-138）　女　101,439人（-63）　■世帯　82,740世帯（-136）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」2月号は、72,400 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1部当たり 14円です。

人口と世帯

人

情
熱

世
代

TEL

　
昨
年
、﹁
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ー
キ

シ
ョ
ー
東
京
﹂
の
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ

フ
ト
部
門
で
最
高
位
の
連
合
会

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
シ
ュ

ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
粉
糖
や
卵

白
な
ど
が
原
料
で
、
ケ
ー
キ
を

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
工
芸
菓

子
で
す
。
保
存
条
件
が
良
け
れ

ば
半
永
久
的
に
と
っ
て
お
く
こ

と
が
可
能
で
す
。

　
細
か
い
技
術
が
多
い
た
め
日

本
人
向
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
ど
こ
か

ら
見
て
も
、
完
成
度
の
高
さ
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
海
外
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
子
ど
も
と
ダ
ブ
ル
受

賞
し
た
と
き
や
以
前
、
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
時
に
比

べ
、
年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

い
る
中
、
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、

正
直
驚
き
で
も
あ
り
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
料
理
や
工

作
な
ど
物
づ
く
り
が
好
き
で
20

代
後
半
、
妹
が
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ

フ
ト
の
本
を
す
す
め
て
く
れ
、

そ
の
繊
細
さ
に
魅
了
さ
れ
習
い

始
め
ま
し
た
。
会
社
に
勤
め
な

が
ら
教
室
に
3
年
間
通
い
、
そ

の
後
も
勉
強
を
続
け
、
本
格
的

に
こ
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
、
制
作
を
始
め

て
か
ら
約
半
年
か
か
り
ま
し
た
。

色
彩
に
よ
っ
て
作
品
の
印
象
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
色
を

決
め
る
の
に
一
番
苦
労
し
ま
し

た
。
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
だ
か

ら
こ
そ
表
現
で
き
る
も
の
を
目

指
し
繊
細
な
作
業
の
連
続
で
、

報
わ
れ
な
い
の
で
は
と
思
う
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
や
、

現
在
働
い
て
い
る
製
菓
学
校
の

学
生
か
ら
の
励
ま
し
も
あ
り
、

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
や
は
り
、
お
客
様
や
作
品
を

見
て
い
た
だ
い
た
人
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
が
最
大
の
喜
び

で
す
。

　
流
行
や
材
料
、
技
術
は
常
に
変

わ
っ
て
い
く
の
で
勉
強
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
学
生
の
新
し
い
感

覚
が
参
考
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、
情
報
収
集
の
た
め
に

外
国
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
自

分
自
身
を
磨
く
一
つ
の
方
法
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
勉
強
に
終

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
広
い
視
野
で
自
分
を

磨
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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「
市
報
く
ま
が
や
」は
、毎
月
1
日（
原
則
）に
発
行
し
、自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も「
市
報
く
ま
が
や
」を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L
) h
ttp
://w

w
w
.city.ku

m
agaya.lg.jp
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　1月12日、熊谷スポーツ
文化公園彩の国くまがや
ドーム体育館で、成人式
が盛大に執り行われまし
た。今年は1,538人の新成
人が出席しました。

光輝く
新成人たち

追
い

　熊谷市の大里地域に所在する「切れ所」（小泉地区）と

「中の渕」（小八林地区）は自然地形の変遷を現在に残す

貴重な遺産であることから、熊谷市の記念物（名勝）とし

て文化財指定されています。共に明治10年代以降の度重

なる荒川洪水の破堤により形作られた池であり、堤防を

破った水が土壌を抉り取り、押し出した場所に水が留まっ

たことから、「押堀」とも称されています。

　「切れ所」は、昭和13年の洪水の際に現在の形へと拡大

した経過を辿り、屈曲した沼地の線が残されているなど保

存状態が良好です。面積は7,200㎡を数え、荒川右岸に残

されている押堀の中では比較的大きい規模を誇ります。ま

た、「中の渕」は大芦橋に隣接した場所にあり、生成当初よ

り規模が小さくなりましたが、4,900㎡を数え安定した水量

を維持しています。現在では、

この二つの池はヘラブナ釣り

の名所として、市内外から多く

の人々が訪れています。

　なお、「切れ所」は、平成25

年に文化庁が刊行した『名勝

に関する総合調査』において

重要事例に指定されており、

貴重な自然的遺産として評価

されています。荒川の歴史と

深いつながりのある二つの名勝を未来に残すため、景観

や環境の保護を継続的に行っていく必要があります。

◆江南文化財センター　3048-536-5062

ひら　  やま　　 け　  じゅう　たく

切れ所と中の渕
荒川の歴史を記憶する名勝

おっ ぽり

えぐ

たど

おお  あし

き　　　　　　   しょ すみ　　　　　  　ふち

小泉・小八林

「終わりなき道の追求」
市内製菓学校講師

阿部　洋子さん

シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
部
門

最
高
位
受
賞

シ
ュ
ガ
ー
で
し
か
で
き
な
い

絞
り
を
追
求
し
た
い

き
っ
か
け
は
、一
冊
の
本

終
わ
り
な
き
道

連合会会長賞受賞作品
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炎
は
生
き
物
だ

　
炎
は
予
測
不
能
な
動
き
を
す
る
こ
と

か
ら
、
生
き
物
に
例
え
ら
れ
る
。
あ
る

時
は
家
を
飲
み
込
む
よ
う
な
大
き
さ

で
。
ま
た
あ
る
時
は
屋
根
裏
や
壁
の
中

に
隠
れ
る
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
。

　
経
験
を
積
ん
だ
消
防
隊
員
で
も
判
断

は
難
し
い
。
そ
の
時
の
状
況
や
場
所
に

よ
っ
て
姿
を
変
え
る
炎
に
対
し
て
、
臨

機
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
日
々
の
訓
練
の
成
果
が
発
揮

さ
れ
る
。
消
防
隊
員
は
一
丸
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
実
に
こ
な
し
て

い
く
。

訓
練
で
出
来
な
い
事
が
、

現
場
で
出
来
る
は
ず
が
な
い

　
火
災
現
場
で
は
思
い
も
よ
ら
な
い
事

態
が
発
生
し
、
わ
ず
か
な
ミ
ス
が
命
取

り
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
冷
静
に
対
処
し
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
災
害
現
場
同
様
の
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
訓
練
中
は
常
に
厳
し
い
檄
が
飛
ぶ
。

訓
練
で
出
来
な
い
事
は
、
重
圧
の
か
か

る
現
場
で
も
出
来
な
い
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
。

　
消
防
隊
の
持
つ
あ
ら
ゆ
る
消
火
戦
術

は
、
日
々
の
妥
協
を
許
さ
な
い
訓
練
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

熊谷を安心で包む熊谷を安心で包む
KUMAGAYA FIRE DEPT.

熊谷市消防本部熊谷市消防本部

暑い街の熱い消防、その仕事に妥協はない。
「市民の安心を守る」それが使命である。

◆消防士の一日◆消防士の一日

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7

夕食昼食

●8時30分　勤務交代
　　　　　　車両、資器材のチェック
　　　　　　ミーティング

●19時30分　車両、資器材の始動点検

●5時
　起床

庁舎清掃
車両整備
引継準備

●22時　仮眠
※出動要請に応じて出動する。

9時20分～12時
・避難訓練指導
・火災原因調査
・応急手当指導等
警防業務

13時～16時
・水利管理
・防火対象物の査察
・各種訓練等の警防業務

●事後処理
　各種報告書の作成

消防隊
FIRE FIGHTER

激しい炎に、立ち向かう消防隊。
火災現場にいち早く到着し状況を確認。
消防士独特の感覚で状況を把握し炎を叩く。

本当の厳しさは
　　　常に自分自身に向けられている。

（時間）

げ
き

特集

　消防隊の現場は、常に危険と隣
り合わせです。火災現場は大小を
問わず常に人の命が関わっていま
す。私は、普段ポンプ車を指揮し
ているので、救助される方だけで
なく、隊員の安全にも注意する必

要があります。火災は、いつどこで発生するか予測がつ
かず、一つとして同じ現場はない中、常に最善の現場活
動を行うため、日常の訓練によって体力と精神力を鍛え
ています。皆さんからお礼の言葉等をいただいた時はと
ても励みになると同時に、これからも多くの人を救ってい
きたいという気持ちで身が引き締まります。

内田 有和さん　消防司令 （妻沼消防署消防係）

Interview
現場には、常に人の命が関わっている

　全国で3,000か所を超える消防署等に勤務す
る消防士は、約15万人。
　熊谷市消防本部では、市民20万人の安全と安
心を守り、その笑顔をつなぐため、消防長以下
245名が日夜任務にあたっている。
　近年、複雑多様化する災害や事故。それらを防
ぐため、厳しい目を光らせる消防士。
　日々訓練を重ね、あらゆる危険から市民を守
る消防士たちがいる。

◆消防総務課　3048-501-0119
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救助隊
FIRE RESCUE

日常の中に潜む災害、非日常とも思える大規模災害。
市民の生命・身体に危険が及べば必ず助ける。
「諦める」という言葉を知らない者、救助の精鋭、救助隊。

決
し
て
諦
め
る
な
！

　
救
助
活
動
に
必
要
な
も
の
は
、
鍛
え

抜
か
れ
た
肉
体
だ
け
で
は
な
い
。
豊
富

な
知
識
と
経
験
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
そ

し
て
、
何
よ
り
要
救
助
者
を
必
ず
助
け
、

自
ら
も
無
事
に
帰
る
﹁
絶
対
に
諦
め
な

い
﹂と
い
う
気
持
ち
だ
。

　
時
に
は
破
壊
器
具
を
駆
使
し
要
救
助
者

の
救
出
に
あ
た
る
姿
は
、
壮
絶
の
一
言
。

　
交
通
事
故
、
自
然
災
害
、
水
難
事
故
、

さ
ら
に
は
化
学
災
害
や
テ
ロ
災
害
。
彼

ら
が
出
動
す
る
の
は
、
そ
こ
に
苦
し
ん

で
い
る
人
が
い
る
か
ら
、
助
け
た
い
か

ら
。
だ
か
ら
こ
そ
諦
め
な
い
の
だ
。

器
具
を
愛
す
る
心

　
様
々
な
現
場
で
活
動
す
る
救
助
隊
に

と
っ
て
、
使
用
す
る
資
器
材
は
彼
ら
の

命
綱
と
言
っ
て
も
よ
い
。
救
助
隊
は
資

器
材
を
毎
日
点
検
し
、
常
に
万
全
の
体

制
を
整
え
て
い
る
。

　
資
器
材
の
手
入
れ
を
す
る
救
助
隊
員

の
目
は
、
現
場
を
共
に
す
る
仲
間
へ
の

眼
差
し
の
よ
う
に
愛
情
に
溢
れ
て
い
る
。

考
え
ら
れ
る
全
て
を

  

　
　
　
想
定
し
訓
練
を

　
20
キ
ロ
以
上
も
の
装
備
を
身
に
つ
け

て
行
わ
れ
る
救
助
隊
の
訓
練
に
は
、
張

り
詰
め
た
空
気
が
漂
う
。

　
実
戦
に
即
し
、
交
通
事
故
、
建
物
倒

壊
現
場
、
河
川
で
の
事
故
等
を
想
定
し
、

考
え
ら
れ
る
全
て
の
こ
と
に
負
荷
を
か

け
て
訓
練
を
行
う
。

　
救
助
隊
は
厳
し
い
訓
練
の
中
で
待
ち

構
え
る
危
険
を
知
り
、
危
険
を
回
避
し
、

安
全
で
迅
速
な
救
助
活
動
を
行
う
術
を

身
に
つ
け
る
の
だ
。
　
　

　
だ
か
ら
こ
そ
訓
練
は
継
続
的
に
行

い
、
現
場
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り

返
さ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

　
オ
レ
ン
ジ
の
救
助
服
を
纏
う
救
助
隊

の
自
信
と
誇
り
が
そ
こ
に
あ
る
。

命
に
集
中
せ
よ

　
救
急
隊
３
人
で
の
活
動
は
、
一
分
一

秒
を
争
う
。

　
常
に
﹁
最
善
﹂
の
決
断
を
下
す
た
め
、

救
急
隊
は
お
互
い
の
目
を
見
て
意
思
を

通
い
合
わ
せ
、
一
つ
の
命
に
集
中
す
る
。

観
察
、
判
断
そ
し
て
処
置

そ
れ
は
静
と
動
の
現
場

　
救
急
搬
送
す
る
際
に
、
救
急
救
命
士

は
真
っ
先
に
﹁
観
察
﹂
を
行
う
。
瞬
時
に

く
ま
な
く
観
察
し
、
医
療
知
識
と
経
験

か
ら
傷
病
者
の
状
態
を
冷
静
か
つ
正
確

に﹁
判
断
﹂す
る
。

　
そ
し
て
﹁
処
置
﹂。
な
か
で
も
救
急
救

命
士
に
許
さ
れ
た
特
定
行
為
は
、
病
院

到
着
前
の
救
護
の
要
だ
。

　
救
急
隊
の
こ
の
一
連
の
流
れ
が
、
常

に
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
傷
病
者

や
そ
の
家
族
に
安
心
感
を
与
え
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
救
急
搬
送
を
可
能
に
し

て
い
る
。

特
定
行
為
と
は

器
具
を
用
い
た
気
道
確
保
︵
気
管
内

チ
ュ
ー
ブ
、
ラ
リ
ン
ゲ
ア
ル
チ
ュ
ー
ブ
・

コ
ン
ビ
チ
ュ
ー
ブ
等
︶、
静
脈
路
確
保

︵
点
滴
︶、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
投
与

救
命
へ
の
あ
く
な
き
追
及

　
出
動
の
合
間
に
時
間
を
作
り
、
救
急

救
命
の
訓
練
を
繰
り
返
す
…

絶
え
間
な
い
胸
骨
圧
迫
。

繰
り
返
さ
れ
る
点
滴
手
技
。

気
道
確
保
を
用
い
た
人
工
呼
吸
。

　
す
べ
て
は
、
緊
迫
し
た
現
場
で
確
実

な
処
置
を
行
う
た
め
だ
。

　
さ
ら
に
、
市
民
や
事
業
所
向
け
に
救

命
講
習
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
行
う
応
急
手
当

の
重
要
性
を
広
め
る
た
め
だ
。

　
救
命
へ
の
追
求
は
終
わ
ら
な
い
。

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
と
は

発
見
者
や
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人

の
こ
と
。

「大切な人の元に帰したい。
  会いたい人に会えないのはつらいでしょうから…」

一秒を争う現場での
　　　　　チームワーク

　訓練の中で上司や先輩方に人を
助けることの大切さ、心構えなど
の多くのものを学びました。その
中でも救助隊として大切なことは、
どんなときも“熱い気持ち”と“冷静
な判断”で取り組むことだと思って
います。我々救助隊は、これまで何百回と出動し、これ
からも何度も出動の機会があるでしょう。しかし、被害
に遭われた方にとっては、その時１回なんです。「１００分
の１」の気持ちではなく、どんな時も「１分の１」の気持ち
で全力で救助にあたる。その精神でこれからも人命救助
に取り組んでいきます。

石渡 正敏さん　消防司令補 （中央消防署救助係）

Interview

救急隊
RESCUE SQUAD

年間出動8,700回以上。
救急の現場は激務だ。
「救いたい」その一心で出動する。

複雑多様化する災害
　　　どんな状況でも私たちは闘う。

　一秒を争う災害現場では、消防隊・救助隊・救急隊が密に連携をとっ

て活動しなければならない。それぞれの隊が最大限の効果を発揮出来

るよう、連携の強化を図り災害に立ち向かう。

　市民の生命・財産を守り、笑顔が絶えない熊谷市のために…。

どんな時も「１分の１」の救助精神で

　救急隊となって間もない頃は、
患者さんを搬送するだけで精一杯
という時期もありましたが、夜中の
出動の際に先輩からの「人助けにい
くぞ！」という気迫の言葉で気持ちが
奮い立ったことを覚えています。

　出動件数は年々増えてきている中、現場では正しい判
断と処置はもちろんですが、やさしく声掛けをするなど
心に寄り添えるような活動を心掛けています。助けて欲
しいという気持ちで救急車を呼んでいる患者さんや家族
の方をフォローしながら、なるべく早く病院へ搬送できる
よう活動していきたいと思います。

宅見 直人さん　消防司令補 （熊谷消防署救急係）

Interview
皆さんの心に寄り添えるように

ま
と

す
べ

あ
き
ら

あ
ふ

か
な
め

注

注



　
熊
谷
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

は
全
国
各
地
か
ら
約
９
０
０
０
人

の
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ン
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ー
が
参
加
し
ま
す
。
ラ

ン
ナ
ー
が
安
全
で
快
適
に
走
れ
る

よ
う
に
、
コ
ー
ス
付
近
に
お
住
ま

い
の
方
々
に
は
沿
道
声
援
お
よ
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降
雪
時
の
除
雪
や
路
上
駐
車
を
ご

遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
、
コ
ー
ス
の

安
全
確
保
・
美
化
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ゲストランナーの紹介

　1996年アトランタ、2000年シドニー、2004
年アテネオリンピックに長距離トラック代表選手と
して、３大会連続出場という偉業を成し遂げ、日
本女子の陸上トラック競技でオリンピック３回出場
を初めて果たしました。また、世界陸上選手権に
は通算４回出場し、1999年世界陸上セビリア大会
では女子10,000ｍで4位に入賞するなど、合計3
種目で8位以内の入賞を果たしました。かつて
1,500ｍ、3,000ｍ、5,000ｍのトラック3種目で
同時に日本記録を独占していたことがあり、さらに、
フルマラソンにおいても2時間22分56秒の日本歴
代8位の好記録を持っています。

第90回箱根駅伝大会出場、
第31回全日本女子駅伝第２位

弘山晴美さん

大東文化大学陸上競技部

沿
道
声
援
、

コ
ー
ス
の
安
全
確
保
・

美
化
の
お
願
い

　さくらマラソンを控え、練
習に励んでいるみなさんも多
いと思います。練習用に、
また本番でも、応援の皆さ
んもご利用ください。
サイズ　S・M・L・XL
価格　1,000円
2月1日（土）販売開始（200枚）

市政ワイド 市政ワイド妻沼庁舎・妻沼行政センター
江南庁舎・江南行政センター

048-588-1321
048-536-1521

熊谷市役所
大里庁舎・大里行政センター

048-524-1111
0493-39-0311
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　埼玉県と県内市町村では、電子申請・届出サービスを共同利用しています。引っ
越しにともなう水道関係手続や自動車税住所変更届など、様々な手続ができますの
で、ぜひご利用ください。

　4月の新規車両導入3路線に、車体を彩るイラストを募
集しています。たくさんのご応募お待ちしています。

ゆうゆうバス イラスト募集

第２４回熊谷さくらマラソン大会第２４回熊谷さくらマラソン大会

ゆうゆうバス イラスト募集

とき　３月２３日（日）雨天決行
ところ　熊谷さくら運動公園陸上競技場
　　　　ほか市内特設コース
　　　  　（コース図は市報3月号に掲載）

　　　  ◆スポーツ振興課　3内線391

1 電子申請にはどんなメリットがあるの？

2 例えばどんな手続があるの？

▶自宅や職場のパソコンから申請ができます（時間の節約）
　 　　　　　　　　 …窓口での手続を行う手間が軽減します。
▶夜間、休日でも申請できます
　　 …24時間365日申請可能です（メンテナンスによる時間を除く。）。
▶通信は暗号化されますのでセキュリティも安心です
　 　　　　　　　　　…SSL通信（暗号化）による申請を行います。

▶各種証明書を請求できます

◆情報政策課　3内線230　◆県情報システム課　3048-830-2264

・住民票の写し請求……………………………………………熊谷市
・住民票記載事項証明請求……………………………………熊谷市
・戸籍の附票の写し請求
（戸籍の全部事項証明・個人事項証明は請求できません。）…熊谷市

▶引っ越しました！そんなときは…

【利用上の注意】

・水道関係手続（使用開始届・中止届・中止開始届） …………熊谷市
・自動車税住所変更届…………………………………………埼玉県

▶新しい手続を新設しました！

募集路線
注意事項

募集期間

・人生記念樹申込………………………………………………熊谷市
・特別徴収税額の納期の特例承認申請書……………………熊谷市
・光ディスク等による提出承認申請書（給与・公的年金） ……熊谷市

●「住民票の写し請求」などのよう
に交付物がある場合は、窓口での
交付となります。
●手数料の必要な手続は、窓口で
の納付をしていただく必要がありま
す。
●手続によっては電子証明書を必
要とするものがあります。この手続
を行うためには、電子証明書を格
納したICカード（住民基本台帳カー
ドの取得・公的個人認証サービス
の電子証明書記録申請が必要で
す。）と市販のICカードリーダライタ
が必要です。

　詳しくは、電子申請手続サイト
の「手続詳細・関連情報」のページ
をご覧ください。

電子申請・届出サービス電子申請・届出サービス
（県ホームページ・市ホームページにリンクが掲載されています。）

熊谷市　電子申請 検 索

●グライダー号（熊谷地区～妻沼地区）車体色ブルー
●ムサシトミヨ号（熊谷地区～妻沼地区）車体色ブルー
●さくら号（久下・佐谷田地区～籠原地区）車体色ピンク

2月14日（金）まで（必着）
応募資格
応募方法

どなたでも応募できます。

　応募用紙（またはA4サイズの用紙）にイラスト（色つ
き）・氏名・年齢・住所・連絡先等を明記し、郵送、直
接持参、Eメールのいずれかの方法により、企画課へ応
募してください。 ※FAXでの応募はできません。
　応募用紙は、市役所3階企画課および各行政センター
で配布しています。

・運行地区や路線名をイメージできるものとし、利用者に
親しみやすいものとしてください。
・応募は、１人何点でも可能です。
・イラストは、自作未発表のもので、応募者本人のオリジ
ナルとしてください。
・選考されたイラストの全ての著作権、商標権、その他一
切の権利は熊谷市に帰属します。
・選考されたイラストについて、必要な修正を行うことが
あります。

※各路線の最優秀賞1名、優秀賞5名に「あつべえ」グッズ
やゆうゆうバス乗車券等を贈呈します。
　詳しくは、チラシや市ホームページをご覧ください。
◆企画課　3内線228　〒360-8601 宮町2-47-1
Eメール　kikaku@city.kumagaya.lg.jp

申請先

電子申請サービスをご利用ください ～自宅のパソコンで手続ＯＫ！～～自宅のパソコンで手続ＯＫ！～電子申請サービスをご利用ください

さくらマラソン大会オリジナル
ロングTシャツ販売開始



市政ワイド 市政ワイド

8市報くまがや　平成26年（2014）2月9 市報くまがや　平成26年（2014）2月

申告受付期間　２月１７日（月）～３月１７日（月）
受付会場の日程表などの詳細については、１月号
に掲載しています。
　また、申告に関して寄せられるご質問の主なも
のを掲載します。
Q 市・県民税申告書が送られてきましたが？
A 前年の状況から判断して、市・県民税の申告が
必要と思われる方には申告書を送付しています。
なお、所得税の確定申告書の送付については、熊
谷税務署にお問合せください。
Q 働いていないのに市・県民税申告書が送られ
てきましたが？
A 平成２５年中に収入が無かったとしても、所得
証明書が必要となる方、国民健康保険や介護保
険に加入している方などは、申告が必要になる場
合があります。
Q 申告会場へ行くには？
A 日程表をご確認ください。なお、午前中は大変
混み合いますので、ご都合のつく方はなるべく午
後にご来場いただくなど、ご理解とご協力をお願
いします。また、医療費控除の申告を行う方は、混
雑緩和のため、「医療費の明細書」をあらかじめ
作成した上で、領収書とともにお持ちください。
Q 郵送でも申告できますか？
A 市・県民税申告書に源泉徴収票や控除証明書
などの必要書類を添付して郵送してください。　 
◆市民税課　3内線２４７

共
済
会
費

一
般
　
　
　
　
年
額
9
0
0
円

中
学
生
以
下
　
年
額
5
0
0
円

加
入
で
き
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扶
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月
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◆
安
心
安
全
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3
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線
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３
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◆
各
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総
務
税
務
課

～交通安全はみんなの願い～

家族そろって加入しましょう！

加入を忘れずに！

妻沼庁舎・妻沼行政センター
江南庁舎・江南行政センター

048-588-1321
048-536-1521

熊谷市役所
大里庁舎・大里行政センター

048-524-1111
0493-39-0311

１ 確定申告受付のご案内
　平成２５年分の所得税および復興特別所得税の確定申告の
相談および申告書の受付は、２月１７日（月）から３月１７日（月）
までです。
　熊谷税務署会場では、平日（月～金曜日）以外でも２月２３
日と３月２日の日曜日の２日間確定申告の受付を行います。（現
金納付・納税証明業務は行いません。）
２ 申告書を作成するときは
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、
画面の案内に従って金額等を入力すれば、所得税および復
興特別所得税、消費税および贈与税等の申告書を作成でき
ます。また、作成したデータは、e-Tax（電子申告）を利用し
て提出することができ、添付書類の提出省略や３週間程度で
還付が受けられる等のメリットがあります。
※詳しくは、国税庁ホームページまで
３ 申告と納税の期限

※所得税および復興特別所得税と消費税・地方消費税の納
税は、口座振替をご利用ください。（振替納税をご利用され
る場合は、税務署窓口等に備え付けてある口座振替依頼書
の提出が必要です。）

※口座振替利用者の振替納付日は、次のとおりです。
①平成２５年分所得税第３期分…４月２２日（火）
②平成２５年分消費税（個人事業者）確定申告分…４月２４日（木）
４ 納税証明書を請求される方へ
　２月、３月は確定申告期間のため、平成２５年分の納税証
明書が請求日当日に発行できない場合があります。お急ぎの
場合には、納税証明書の請求時に、税務署収受日付印のあ
る申告書控（電子申告を利用して確定申告された場合には、
「送信票」）および納税された時の領収証書（原本）をお持ちく
ださい。
請求に必要なもの
①納税証明書交付請求書（税務署窓口にあります）
②本人（法人の場合は代表者）を確認できる書類（運転免許
証・写真付き住基カード等）
③印鑑（法人の場合は代表者印）
④収入印紙または現金（１年分１通につき４００円）
※本人以外の方が請求される場合は、必ず委任状をお持ちく
ださい。
※平成２５年７月から納税者情報を保護するために、運転免
許証などの顔写真付きの書類により本人確認を行うこととし、
顔写真のない書類の場合は、種類の異なる２枚の書類より本
人確認を行うこととしています。
請求窓口　熊谷税務署　管理運営部門
◆熊谷税務署　3048-521-4032（ダイヤルイン）

国税庁 検 索

所得税および復興特別所得税
贈与税

消費税・地方消費税（個人事業者）

３月１７日（月）
３月１７日（月）
３月３１日（月）

平成２５年度「税についての作文」の受賞者を紹介します
　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁では、税への関心を高め、正
しい理解を深めることを目的に、中学生に、作文を募集し、優秀作
品について表彰しています。熊谷税務署管内では、応募が8,469
点あり、その中の本市の受賞者を紹介します。

関東信越国税局管内納税貯蓄組合
連合会長賞　
　篠田　敦さん（奈良中１年）
　吉岡　香さん（玉井中３年）
　中村　美穂さん（大原中２年）
関東信越税理士会埼玉県支部連合会長賞
　金子　瑳里さん（熊谷東中１年）
埼玉県納税貯蓄組合総連合会優秀賞
　納見　真永さん（富士見中１年）
　野澤　香那さん（中条中２年）
　鯨井　七彩さん（大幡中３年）
　五十嵐　眞子さん（大幡中１年）
　松山　裕妃さん（大原中１年）
　松村　希実さん（妻沼西中１年）
　福島　秀麻さん（別府中３年）
　岸野　颯馬さん（荒川中２年）
　葦名　志穂さん（別府中３年）
埼玉県租税教育推進協議会長賞
　田村　来夢さん（大麻生中２年）
熊谷税務署長賞
　松本　茉奈さん（江南中３年）
大里地区租税教育推進協議会長賞
　加藤　瑠夏さん（三尻中３年）

熊谷税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞
　田口　浩基さん（大里中１年）
熊谷県税事務所長賞
　岡田　のどかさん（荒川中３年）
熊谷市長賞　
　矢嶋　武尊さん（江南中２年）
熊谷市教育委員会教育長賞
　萩原　有紗さん（熊谷東中３年）
公益社団法人　熊谷法人会会長賞
　竹下　龍生さん（荒川中１年）
関東信越税理士会熊谷支部支部長賞
　田崎　可夏さん（妻沼東中３年）
熊谷税務署管内納税貯蓄組合連合会
優秀賞
　坂内　信允さん（富士見中３年）
　石原　遥さん（富士見中１年）
　新井　悠さん（熊谷東中３年）
熊谷税務署管内納税貯蓄組合連合会佳作
　西尾　佳奈さん（玉井中１年）
　髙橋　星奈さん（吉岡中３年）
　鶴田　友美さん（吉岡中１年）
　中島　実乃里さん（妻沼東中３年）
　　　　◆市民税課　3内線５５３
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熊谷税務署からのお知らせ熊谷税務署からのお知らせ 平成26年度　直実市民大学の学生を募集します

市・県民税の申告はお早めに市・県民税の申告はお早めに

教養を高め、仲間づくり、地域づくり、いきがいづくりをしましょう！
対象　市内在住または在勤の20歳以上の方で、
全カリキュラムに出席できる方
ところ　熊谷文化創造館　さくらめいと他
時間　共通学習 9:45～11:45（年間30回）
クラブ活動　13:00～15:00（年間20回）
定員　１００人 
費用　14,000円（入学金3,000円、芸術鑑賞教室
7,500円、文化財めぐり1,500円、資料代 2,000円）　
※その他クラブ活動に関する教材費は実費負担
申込期限　２月２8日（金）
申込方法　下記の４クラブから一つを選んで、電話
またはハガキで中央公民館へ
※応募者多数の場合は、初めての方を優先で抽選します。
入学者説明会　4月10日（木）10:00～11:00
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4/24（木）

5/ 8（木）

5/15（木）

5/22（木）

6/ 5（木）

6/12（木）

6/19（木）

7/ 3（木）

7/ 8（火）

7/17（木）

9/ 4（木）

9/11（木）

9/18（木）

10/ 2（木）

10/ 9（木）

10/15（水）

10/23（木）

11/ 6（木）

11/13（木）

11/20（木）

12/ 4（木）

12/11（木）

12/18（木）

1/ 8（木）

1/15（木）

1/22（木）

1/29（木）

2/ 5（木）

2/12（木）

2/19（木）

入学式・学長記念講演・記念写真撮影

郷土の歴史 ～妻沼聖天山歓喜院聖天堂について～

ものつくり大学に学ぶ

熊谷うちわ祭について ～日本人の心のよみがえりを期して～

熊谷地方の方言

生きがいを求めて　～生と死を考える～

埼玉の多彩な人物

成年後見制度について

芸術鑑賞①　～歌舞伎鑑賞教室～

文学から見た熊谷

別府沼公園の希少植物観察（現地集合・解散）

芸術鑑賞②　未定

熊谷の文化財①

熊谷の文化財②「熊谷の文化財等を見学（10/9）」に関する講義

熊谷の文化財等を見学

熊谷法力房蓮生 ～共に蓮の台に生まれんと願う～

幡羅高等小学校の教育に学ぶ

健康な生活を送るために

子どもたちに豊かな自然を残してあげよう

人権を考える

国際理解　～異文化を理解する～

外国人から見た熊谷

2014年の重大ニュース　～報道の現場から～

ドラマの世界

芸術鑑賞③ レクチャーコンサート ～クラシック音楽へのお誘い～

ご存知ですか？医療ソーシャルワーカーの仕事

資産運用のさまざまな種類

心を健康に幸せに生きる方法（心理学）

卒業記念講演・成果発表会

第17回直実市民大学卒業証書授与式・茶話会

はクラブ活動のある日です。　◆中央公民館　3048-523-0895　〒360-0047　仲町19

ウォークアンド
ジョグ（20人）
小林均氏
書を楽しむ（24人）
金澤えり子氏
囲碁（26人）
山室鐡夫氏 他
合唱（30人）
大澤壯吉氏

クラブ種目（人数）講師 内容（初心者を対象とします。）

ウォーキングを中心とした運動
習慣づくりをして、健康増進を図
りましょう。

墨の香りに包まれて、心静かに書
を楽しみましょう。

碁のルールを学んで、囲碁を楽し
みましょう。

仲間と、笑顔で楽しく合唱しましょう。

と　き 共通学習テーマ（予定）

平成26年度　直実市民大学の学生を募集します
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